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米
村
　
和
彦 
議
員

将
来
を
見
据
え
た

本
市
の
財
政
状
況

問　
平
成
25
年
度
末
の
本
市
の

市
債
現
在
高
は
約
５
１
７
億
円

で
あ
る
。
市
民
一
人
当
た
り
の

借
金
は
い
く
ら
か
。
中
長
期
的

な
財
政
見
通
し
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
、
大
型
事
業
や
計
画
を
進

め
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
来
年

度
の
予
算
編
成
方
針
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　
市
民
一
人
当

た
り
の
借
金
は
約
20
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

市
長　
新
庁
舎
建
設
事
業
な
ど

の
借
り
入
れ
や
償
還
の
状
況
か

ら
、
平
成
28
年
度
に
市
債
現
在

高
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
今
年

度
は
子
供
を
育
て
や
す
い
、
住

み
や
す
い
、
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
を
目
指
し
て
教
育
費
を
18
％

上
げ
た
。
来
年
度
は
保
育
所
待

機
児
童
の
解
消
な
ど
、
社
会
保

障
費
を
含
め
て
市
民
生
活
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
予
算
編
成

に
臨
み
た
い
。

大
雨
・
土
砂
災
害
の

対
応
に
つ
い
て

問　

今
年
は
西
日
本
を
中
心

に
、
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
、

広
島
市
を
は
じ
め
各
地
で
大
き

な
被
害
が
出
て
い
る
。
水
害
に

備
え
た
救
助
ボ
ー
ト
は
ど
れ
く

ら
い
あ
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
洪
水
や

河
川
の
氾
濫
な
ど
の
災
害
時
の

救
出
活
動
や
資
機
材
の
運
搬
な

ど
の
た
め
に
５
艇
の
救
助
ボ
ー

ト
を
所
有
し
、
水
陸
両
用
バ

ギ
ー
を
大
野
出
張
所
に
配
備
し

て
い
る
。

問　
本
市
に
お
け
る
土
砂
災
害

発
生
時
の
救
助
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
平
成
26

年
度
末
ま
で
に
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、市

民
に
危
険
箇
所
を
周
知
す
る
。

土
砂
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は

消
防
部
隊
が
出
動
し
て
被
害
状

況
を
確
認
し
、
被
害
が
大
き
い

と
き
は
部
隊
を
増
隊
し
、
消
防

団
に
も
出
動
を
要
請
す
る
。
本

市
で
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、

県
内
の
消
防
や
緊
急
消
防
援
助

隊
の
出
動
を
要
請
す
る
。
土
砂

の
撤
去
作
業
に
お
い
て
は
、
平

塚
建
設
業
協
会
と
協
定
を
結

び
、
重
機
の
出
動
を
求
め
る
。

府
川
　
正
明 

議
員

ま
ち
づ
く
り
構
想	

「
海
の
道
の
駅
」

問　
こ
れ
ま
で「
海
の
道
の
駅
」

構
想
を
提
案
し
て
き
た
が
、
地

域
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
に

は
、
茅
ヶ
崎
市
と
共
に
既
存
の

観
光
資
源
を
つ
な
ぎ
、
広
域
的

な
観
光
連
携
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。
ま
た
こ
の
構
想
を

進
め
る
に
は
、税
金
を
使
わ
ず
、

民
間
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

産
業
振
興
部
長　
現
在
、
観
光

連
携
の
一
つ
と
し
て
、
茅
ヶ
崎

市
な
ど
と
４
市
３
町
で
湘
南
地

区
観
光
振
興
協
議
会
を
組
織

し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
る
。「
海
の
道
の
駅
」
は
、

集
客
や
交
流
人
口
の
拡
大
、
地

場
産
業
の
振
興
、
地
域
全
体
の

活
性
化
に
資
す
る
こ
と
か
ら
、

必
要
性
が
非
常
に
高
い
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
構
想
に
お

け
る
施
設
の
規
模
や
事
業
内
容

な
ど
が
、
地
元
の
水
産
関
連
業

界
や
住
環
境
な
ど
に
及
ぼ
す
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
土

地
利
用
の
法
的
規
制
や
地
元
住

民
の
合
意
形
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
提
案

さ
れ
た
内
容
を
そ
の
ま
ま
実
施

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

都
市
整
備
部
長　
現
在
、
大
浜

地
区
整
備
の
新
基
本
構
想
を
ま

と
め
て
い
る
。
圏
央
道
の
開
通

に
よ
る
影
響
な
ど
を
考
慮
し
て

早
期
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
、
調
整
し
て
い
る
。
将
来
的

に
大
浜
地
区
は
現
在
の
居
住
環

境
の
ま
ま
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
ず
、
長
い
年
月
が
か
か
る
か

も
し
れ
な
い
が
整
備
し
て
い
き

た
い
。
暫
定
的
に
は
、
高
浜
台

交
差
点
か
ら
平
塚
新
港
背
後
地

ま
で
の
道
路
を
整
備
し
、
水
産

物
の
直
売
所
や
海
鮮
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
、
産
業
間
連
携
を
図
れ

る
施
設
の
誘
導
を
進
め
て
い
き

た
い
。
ま
ず
は
暫
定
的
に
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

福
祉
の
充
実

「
生
活
保
護
」

問　
平
成
26
年
7
月
1
日
に
生

活
保
護
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

て
、
生
活
保
護
の
不
正
受
給
対

策
が
強
化
さ
れ
た
。こ
の
た
め
、

本
来
な
ら
制
度
を
利
用
で
き
る

人
が
、
扶
養
照
会
な
ど
で
家
族

に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
と
の

理
由
で
、
申
請
を
た
め
ら
う

ケ
ー
ス
も
増
え
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
本
市
の
不
正

受
給
者
に
対
す
る
取
り
組
み
を

伺
う
。

副
市
長　
法
の
一
部
改
正
に
当

た
り
、
事
前
に
厚
生
労
働
省
か

ら
事
務
処
理
に
つ
い
て
通
知
が

あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
生

活
保
護
開
始
の
意
思
を
示
し
た

人
に
対
し
て
、
申
請
権
を
侵
害

し
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
侵

害
と
疑
わ
れ
る
行
為
も
厳
に
慎

む
こ
と
、
ま
た
申
請
方
法
に
つ

い
て
も
取
り
扱
い
を
変
更
す
る

も
の
で
は
な
い
と
の
こ
と
か

ら
、
本
市
で
は
従
来
と
変
わ
ら

な
い
対
応
を
し
て
い
る
。
不
正

受
給
は
市
民
の
信
頼
を
揺
る
が

す
深
刻
な
問
題
で
、
厳
正
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。
警
察
と
も

連
絡
会
を
開
催
し
、
情
報
交
換

を
し
て
、
不
正
受
給
の
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

学
童
保
育
に
つ
い
て

問　
学
童
保
育
の
利
用
希
望
者

が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
学
校

の
一
時
的
余
裕
教
室
の
利
用
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
生
活
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
児
童
一
人

当
た
り
の
専
用
区
画
を
１
・
65

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
学
童
保

育
の
利
用
登
録
者
は
５
年
前
に

比
べ
３
０
０
人
以
上
増
え
て
い

る
。
一
時
的
余
裕
教
室
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
と

連
携
し
な
が
ら
進
め
た
い
。
生

活
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
各

学
童
ク
ラ
ブ
の
専
用
区
画
の
面

積
を
、
現
場
確
認
を
含
め
て
早

急
に
把
握
し
て
い
き
た
い
。

安
心
安
全
な
道
路
整
備

問　
交
差
点
で
の
重
大
事
故
や

渋
滞
の
解
消
、
歩
行
者
の
安
全

な
通
行
の
た
め
、
ラ
ウ
ン
ド
ア

バ
ウ
ト（
環
状
交
差
点
）や
ゾ
ー

ン
30
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長　
ラ
ウ
ン

ド
ア
バ
ウ
ト
は
信
号
機
を
設
置

し
な
い
た
め
、
災
害
時
に
停
電

の
影
響
を
受
け
ず
、
自
動
車
の

速
度
抑
制
に
よ
り
重
大
事
故
の

防
止
に
効
果
が
あ
る
。
課
題
も

あ
る
が
本
市
の
道
路
状
況
を
見

て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

ゾ
ー
ン
30
は
指
定
し
た
地
域
の

走
行
速
度
を
時
速
30
キ
ロ
に
制

限
す
る
こ
と
で
生
活
道
路
・
通

学
路
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
平
塚
警

察
署
管
内
で
は
３
か
所
が
選
定

さ
れ
て
お
り
、
順
次
整
備
す
る

と
聞
い
て
い
る
。
今
後
は
学
校

や
地
域
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え

平
塚
警
察
署
へ
依
頼
し
て
い
く
。

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

●地震財特法の延長に関する意見書 
　地震防災対策強化地域の地方公共団体が実施す
る地震対策緊急整備事業に対して、国が財政上の
特別措置をするとした時限立法、「地震財特法」
の有効期限の延長を求めるもの。
●ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充
を求める意見書
　ウイルス性肝硬変・肝がんにかかる医療費助成
制度の創設などを求めるもの。 
●手話言語法制定を求める意見書 
　手話を音声言語と対等な言語として広め、言語
として普及、研究するための環境整備を目的とし
た「手話言語法（仮称）」の制定を求めるもの。

●軽度外傷性脳損傷者に関わる労災認定基準の改
正と教育機関等への啓発・周知を求める意見書 
　軽度外傷性脳損傷のために働くことができない
場合、労働者災害補償保険の障害（補償）年金が
受給できるよう、労災認定基準の改正などを求め
るもの。
●神奈川県が国に対し、いわゆる子宮頸がん予防
ワクチン（ＨＰＶワクチン）の副反応認定者に対
する医療支援を行うよう働きかけることを求める
意見書
　子宮頸がん予防ワクチンを接種した副反応認定
者に「国が早急に医療支援を実施すること」を神
奈川県に働きかけるよう求めるもの。  

　９月定例会では、議員提案による次の５件の意見書を
可決し、内閣総理大臣のほか関係機関に提出しました。

山
原
　
栄
一 

議
員

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備
は

き
め
細
か
な
対
応
を

問　
土
地
区
画
整
理
組
合
設
立

へ
の
同
意
取
得
が
難
航
し
て
い

る
が
、
区
画
整
理
は
地
権
者
の

生
活
設
計
が
見
え
る
こ
と
が
最

も
重
要
で
あ
る
。
弁
護
士
や
税

理
士
が
寄
り
添
っ
て
地
権
者
一

人
ひ
と
り
の
た
め
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
組
合
設
立
準

備
会
に
指
導
し
て
い
き
た
い
。

市
長　
理
解
い
た
だ
く
努
力
を

し
っ
か
り
と
続
け
て
い
き
た
い
。

相
模
小
学
校
の
開
校
は

問　
区
画
整
理
事
業
の
遅
延
の

影
響
を
心
配
し
て
い
る
が
、
開

校
は
間
に
合
う
の
か
。

学
校
教
育
部
長　
平
成
30
年
４

月
の
開
校
を
目
指
し
た
い
。

新
・
病
院
経
営
計
画
を

問　
市
民
病
院
の
新
棟
建
設
工

事
が
遅
れ
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
が
第
２
期
経
営
計
画
の
終
期

に
間
に
合
わ
な
い
。
新
棟
の
完

成
で
第
２
期
を
区
切
り
、
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
新
た

な
計
画
を
市
民
の
声
も
聴
い
て

策
定
す
べ
き
と
考
え
る
。

病
院
事
業
管
理
者　
考
え
は
よ

く
理
解
し
た
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化

問　
天
沼
地
区
も
含
め
た
中
心

市
街
地
の
活
性
化
の
考
え
は
。

都
市
整
備
部
長　
市
街
地
の
整

備
改
善
な
ど
を
検
討
し
、
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
視

野
に
入
れ
て
取
り
組
む
。

台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

備
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

問　
総
合
浸
水
対
策
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
岡
崎
地
区
の
西
海

地
排
水
路
を
は
じ
め
と
し
た
浸

水
対
策
を
進
め
て
い
る
が
、
県

が
管
理
す
る
金
目
川
水
系
で

は
、
時
間
雨
量
35
ミ
リ
の
対
応

し
か
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
は

政
治
課
題
で
あ
る
。
責
任
あ
る

答
弁
を
い
た
だ
き
た
い
。

市
長　
毎
年
県
知
事
に
話
を
し

て
い
る
。
何
と
し
て
も
早
期
に

整
備
さ
れ
る
よ
う
進
め
た
い
。

真
土
金
目
線
の
渋
滞

問　
真
土
金
目
線
が
各
所
で
渋

滞
し
て
い
る
が
、対
策
を
伺
う
。

土
木
部
長　
右
折
帯
の
な
い
真

土
小
学
校
入
口
交
差
点
は
改
良

に
着
手
し
て
い
る
。
高
砂
交
差

点
は
引
き
続
き
用
地
交
渉
に
取

り
組
む
。
片
岡
交
差
点
は
信
号

制
御
の
改
善
に
努
め
る
。

問　
独
自
に
交
通
量
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、車
の
台
数
が
多
い
。

将
来
を
見
据
え
て
バ
ス
路
線
を

通
し
た
ら
ど
う
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長　
可
能
な

限
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

戸
籍
関
係
証
明
書
の

不
正
請
求
被
害
告
知
を

問　
戸
籍
な
ど
の
不
正
取
得
に

関
す
る
本
人
通
知
制
度
を
早
急

に
実
施
す
べ
き
だ
。

市
民
部
長　
平
成
27
年
４
月
か

ら
実
施
し
た
い
。

意見書の提出

質総
問括
主な質問と答弁

9
月
定
例
会


